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甲
府
駅
の
ホ
ー
ム
に
降
り
立
つ
と
す
ぐ
に
、
美
し
い

山
並
み
を
バ
ッ
ク
に
、
円
柱
と
梁
で
構
成
さ
れ
、
力
強

く
立
ち
上
が
る
山
梨
文
化
会
館
に
目
を
引
き
付
け
ら
れ

る
。
一
九
六
〇
年
代
の
建
築
運
動
「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」

を
象
徴
す
る
作
品
で
、
企
業
活
動
の
成
長
と
と
も
に
新

陳
代
謝
を
繰
り
返
す
建
築
と
し
て
拡
張
性
を
備
え
た
設

計
が
な
さ
れ
、
実
際
に
一
九
七
四
年
に
増
床
し
現
在
の

規
模
に
な
っ
た
。
㈱
山
梨
日
日
新
聞
社
や
㈱
山
梨
放
送

を
中
心
に
、
広
告
、
情
報
処
理
、
旅
行
関
連
な
ど
山
日

Ｙ
Ｓ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
企
業
が
入
居
し
、
県
の
情
報
産
業

を
牽
引
す
る
場
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
今
回
、
建
物
を

運
営
管
理
す
る
㈱
山
梨
文
化
会
館
は
築
五
〇
年
を
機
に
、

「
山
梨
文
化
会
館
一
〇
〇
年
計
画
」
を
公
表
。
免
震
改
修

に
よ
っ
て
、
丹
下
健
三
氏
の
代
表
作
の
一
つ
で
、
県
民

か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
る
建
築
を
五
〇
年
先
ま
で
残
し
、

使
い
続
け
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

改
修
設
計
は
㈱
丹
下
都
市
建
築
設
計
、
構
造
設
計
は

㈱
織
本
構
造
設
計
、
施
工
に
は
新
築
時
に
施
工
を
担
当

し
、
増
築
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ
て
き
た
三
井
住
友

建
設
㈱
が
携
わ
っ
て
い
る
。
新
聞
社
や
放
送
局
、
そ
の

他
の
日
常
業
務
を
続
け
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が

大
前
提
だ
っ
た
た
め
中
間
階
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
構

法
が
選
ば
れ
、
上
階
に
工
事
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
及
ば

な
い
最
下
階
の
地
下
二
階
を
免
震
階
と
し
た
。
北
澤
基

親
し
ま
れ
て
い
る
外
観
を
保
ち
、

地
震
に
強
い
免
震
構
法
を
選
択
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歴
史
を
刻
む
建
築
を

築
一
〇
〇
年
へ
向
け
て
免
震
化

山
梨
文
化
会
館
耐
震
改
修（
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
）計
画

甲
府
駅
の
北
口
近
く
、建
築
家
・
丹
下
健
三
氏
の
設
計
で
一
九
六
六
年
に
竣
工
し
た

山
梨
文
化
会
館
は
現
在
も
強
い
存
在
感
を
放
ち
続
け
て
い
る
。

昨
年
六
月
に
丹
下
建
築
と
し
て
初
の
免
震
構
法
に
よ
る
耐
震
改
修
工
事（
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
）が
始
ま
り
、

綿
密
な
計
画
の
も
と
で
、一
六
本
の
コ
ア
柱
が
免
震
化
さ
れ
、完
了
に
向
か
っ
て
い
る
。

三
井
住
友
建
設
㈱
・
北
澤
基
至
所
長
に
案
内
さ
れ
た
地
下
二
階
の
現
場
で
は
、

使
い
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
た
め
に
じ
つ
に
多
く
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。

地下2階に設けられたX型免震基礎。コア柱を切断し、免震基礎を四方に張り出させ、4基の直動転がり支承（CLB）を設置。上部免震基礎にずらり
と突き出しているのはPC鋼棒。鋼棒を緊張させることで基礎の強度を上げ、高さを抑えて地下階に収めることを可能にしている。

建物を支える円柱が現れている外観。地下2階でこの
柱を切断し、免震装置を設置する（提供：三井住友建
設㈱）。
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至
所
長
は
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
の
現
場
を
手
掛
け
る

の
は
三
度
目
と
い
う
。「
直
径
五
㍍
も
の
コ
ア
柱
を

一
六
本
切
断
す
る
と
い
う
、
こ
ん
な
に
大
が
か
り
な
免

震
改
修
は
当
社
で
も
初
め
て
で
、
技
術
研
究
部
門
の
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
」。
一
六
本
の
コ
ア
柱
と
は
建
物
を
縦
に
貫
き
、
外
観

を
印
象
付
け
て
い
る
円
柱
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
み

七
〇
㌢
㍍
、
内
径
三
・
六
㍍
の
円
筒
の
内
部
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
階
段
、
ト
イ
レ
・
水
回
り
、
配
管
な
ど
が
通

っ
て
い
る
。

　

コ
ア
柱
は
一
本
当
た
り
約
二
、五
〇
〇
㌧
の
鉛
直
荷

重
を
負
担
し
て
い
る
と
い
う
。
免
震
装
置
は
直
動
転
が

り
支
承
（
Ｃ
Ｌ
Ｂ
）、
ダ
ン
パ
ー
機
能
を
持
つ
錫
プ
ラ
グ

入
り
積
層
ゴ
ム
支
承
（
Ｓ
ｎ
Ｒ
Ｂ
）、
水
平
に
変
位
す
る

天
然
ゴ
ム
系
積
層
ゴ
ム
支
承
（
Ｎ
Ｒ
Ｂ
）
の
三
種
類
で
、

コ
ア
柱
一
本
に
四
基
あ
る
い
は
五
基
、
合
計
六
八
基
を

配
置
し
て
い
る
（
四
一
頁
図
参
照
）。

　
「
端
部
の
一
通
り
と
四
通
り
の
コ
ア
柱
八
本
に
は
横

揺
れ
の
繰
り
返
し
で
強
い
引
き
抜
き
力
が
発
生
す
る
の

で
、
そ
れ
を
ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
が
入
っ
て
い
る
Ｃ
Ｌ

Ｂ
で
水
平
移
動
に
変
換
し
、
Ｓ
ｎ
Ｒ
Ｂ
の
ダ
ン
パ
ー
機

能
で
揺
れ
を
減
衰
さ
せ
る
仕
組
み
で
す
」
と
北
澤
所
長

が
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
を
「
Ｘ
型
免
震
基

礎
」
と
呼
ん
で
い
る
。
二
、三
通
り
は
積
層
ゴ
ム
の
Ｓ
ｎ

Ｒ
Ｂ
と
Ｎ
Ｒ
Ｂ
を
設
置
し
た
「
ロ
型
免
震
基
礎
」
で
、

諸
々
の
条
件
か
ら
最
適
な
組
み
合
わ
せ
が
選
択
さ
れ
た
。

コ
ア
柱
の
状
況
を
確
認
し
免
震
化

　

施
工
手
順
は
Ｘ
型
と
ロ
型
で
異
な
る
が
、
概
略
は
コ

ア
柱
の
四
面
を
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
で
切
り
取
り
、
上
下
に

免
震
装
置
基
礎
を
構
築
。
そ
の
間
に
免
震
装
置
を
設
置

し
て
残
り
の
柱
面
を
切
断
・
撤
去
す
る
。「
柱
を
切
っ
て

み
な
い
と
、
既
存
の
鉄
筋
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
設
計
者
に
写
真
を
送
り
、
ど

の
鉄
筋
を
は
つ
り
出
し
て
免
震
基
礎
の
鉄
筋
に
接
続
す

る
か
判
断
し
て
も
ら
う
。
素
早
い
レ
ス
ポ
ン
ス
が
返
っ

て
く
る
の
で
助
か
り
ま
す
」。
事
前
に
考
え
抜
い
た
施

工
手
順
に
従
う
だ
け
で
な
く
、
柱
ご
と
に
現
場
で
の
判

断
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。
協
力
体
制
が
い
か
に
し
っ
か

り
し
て
い
る
か
が
窺
え
る
。

　

北
澤
所
長
と
現
場
を
歩
く
と
、
使
い
な
が
ら
の
免
震

改
修
に
と
も
な
う
制
約
が
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
る
。「
免
震
改
修
の
現
場
で
扱
う
も
の
は

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
重
量
物
で
す
が
、
新
築
と
違
っ
て

ク
レ
ー
ン
が
使
え
な
い
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。
搬
入
、

搬
出
も
鳶
さ
ん
に
人
力
で
作
業
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」。
コ
ア
柱
を
切
り
出
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
は
一

個
約
二
㌧
、
鉄
骨
や
鉄
筋
な
ど
の
資
材
が
重
量
物
で
あ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｘ
型
免
震
基
礎
に
取
り
付
け
る
Ｃ

Ｌ
Ｂ
の
重
さ
は
一
基
三
・
七
㌧
、
ロ
型
免
震
基
礎
の
仮

設
支
柱
に
取
り
付
け
る
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
自
体
も
一
基

一
・
八
㌧
と
い
う
か
ら
日
常
的
な
感
覚
で
は
想
像
が
つ

か
な
い
。
搬
出
入
口
で
は
こ
れ
ら
を
電
動
ホ
イ
ス
ト
で

揚
げ
降
ろ
し
で
き
る
が
、
あ
と
は
ハ
ン
ド
パ
レ
ッ
ト
な

直動転がり支承
CLB

天然ゴム系積層ゴム支承
NRB

錫プラグ入り積層ゴム支承
SnRB

Ｘ型免震基礎 ロ型免震基礎

機械室・
電気室エリア

1 2 3 4

1F1F

BF

MBF
MBF（大ホール）非

免
震

免震クリアランス
40cm

免
震

現
場
に
待
ち
受
け
る
数
々
の
ハ
ー
ド
ル

積層ゴム支承のSnRBとNRBを2基ずつ設置したロ型基礎。
コア柱の既存鉄筋を溶接でジョイントして上部基礎を構築
し、仮設支柱も入れたままコンクリートを打設。すべてのコ
ア柱の施工が完了するまで、免震装置は仮止めプレートで固
定されている。

山梨文化会館の免震装置の配置。1通りと4通りはＸ型免震基礎。コア柱を切
断し、CLBを4基設置。四隅のみ中心にSnRBを設置。横揺れの繰り返しで
コア柱8本に強い引き抜き力が発生するため、ボールベアリングが入ってい
るCLBで水平移動に変換し、SnRBのダンパー機能で揺れを減衰させる。2、
3通りはロ型免震基礎。積層ゴム支承のSnRBとNRBを2基ずつ設置。

Ｘ型免震基礎（CLB） ロ型免震基礎（SnRB・NRB）

道
路

境
界

線

地下階の断面図。耐震改修が館内の日常業務を妨げたり、建物の外観に影響を及ぼすことのない
よう、地下2階に免震装置を設置する計画とした。

Ｘ型免震基礎の施工途中。コア柱の4面に開口をつくり、上部免震基礎の鉄筋を組んでいる。
内部にはＣＬＢを吊り下げるアンカープレートが組み込まれている。

発 注 者：株式会社山梨文化会館
設計・監理者：株式会社丹下都市建築設計
構　　造：株式会社織本構造設計
設　　備：株式会社建築設備設計研究所
施 工 者：三井住友建設株式会社
工　　期：平成27年6月1日〜
　　　　　平成28年12月31日
工事内容： 
建物地下2階の16本のコア柱脚部に免震
装置を設置し、外周部分の地下外壁と縁を
切る中間階免震レトロフィット
• コア柱に設置する免震装置：3種、
　計68基
• 間柱に設置する剛すべり支承：22 基
• 外周梁にすべり板：37基

工事概要
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 たいへんむずかしいだけに、
やりがいのある仕事をさせてい

　また、工事が始まる以前に、当社の
技術部も含め、知恵を絞って計画して
いる人たちがいます。そこから大切な

「たすき」を受け取って、私たちが工事
に臨んでいる。工事自体も、われわれ
だけではできません。多くの作業員さ
んが一緒に協力してくれるから進んで
いく。本当に皆の力が集まって初めて、
実現していくものだとあらためて実感
しています。

ただいています。今後、二度と巡り合
えないような意義のある工事を担当で
きることに、緊張もあれば、うれしさ
も感じます。ただし、それには50年
前にわれわれの先輩が施工したときか
ら、建築主や設計事務所の方々と良好
な関係を築いてきたことが大きいと思
います。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

三井住友建設株式会社
東京建築支店 建築第一部
甲府作業所 所長

北澤基至
Motoyuki Kitazawa

ロ型基礎の施工途中。コア柱の４面に開口を開けた後に鉄骨の仮設支柱を立て、足元に仮設の油圧ジャッキを設置。
残りの柱部分を撤去して下部の免震基礎を打設した状態。

上／機械室・電気室エリアに設けられた資材置場。受変電設備などの稼働や点検作業を妨
げないように通路や資材置場の整理整頓を徹底している。
右下／機械室・電気室エリアのコア柱は切断するときの水や埃が周囲に飛散しないように、
板で囲んでから切断を行う。
左下／コア柱をワイヤーソーで切り取ったコンクリート塊。厚さ70㎝、1個約2t。

ど
に
積
ん
で
数
人
が
か
り
で
運
搬
す
る
と
い
う
。
安
全

確
保
に
は
一
層
の
注
意
が
払
わ
れ
、
事
故
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
足
元
の
整
理
整
頓
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
地
下
二
階
に
は
難
し
い
場
所
が
あ
る
。
フ
ロ
ア
の

三
分
の
一
を
こ
の
ビ
ル
の
心
臓
部
と
も
い
え
る
機
械

室
・
電
気
室
エ
リ
ア
が
占
め
て
お
り
、
設
備
を
稼
働
し

な
が
ら
工
事
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
冷
温
水

発
生
機
や
受
水
槽
、
受
変
電
設
備
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
物
を
運
ぶ
と
い
う
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
ね
。
周
囲
に
埃
や
水
が
飛
び
散
る
の
も
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事
前
に
柱
回
り
を
囲
ん
で
、

き
っ
ち
り
養
生
し
て
い
ま
す
」。
こ
の
エ
リ
ア
で
は
コ

ア
柱
を
各
種
の
ダ
ク
ト
や
配
管
が
取
り
巻
い
て
い
る
。

ど
う
し
て
も
施
工
が
困
難
な
個
所
は
配
管
類
を
移
設
す

る
が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
新
聞
休
刊
日
か
つ
、
放
送

局
の
短
い
休
止
時
間
に
合
わ
せ
る
な
ど
、
網
の
目
を
か

い
く
ぐ
る
よ
う
な
調
整
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
時
間
帯
に
、

ス
タ
ジ
オ
に
音
が
響
く
作
業
を
停
止
さ
せ
る
の
も
現
場

の
日
課
に
な
っ
て
い
る
。

　

手
間
の
か
か
る
作
業
が
多
い
な
か
で
は
、
現
場
を
ま

と
め
る
北
澤
所
長
の
肩
に
か
か
る
重
圧
も
大
き
い
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
北
澤
所
長
に
は
心
強
く
思
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
職
人
さ
ん
た
ち
の
八
割
は
地
元

山
梨
県
か
ら
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が

生
ま
れ
る
前
後
に
こ
の
建
物
が
で
き
た
の
で
、
子
供
の

頃
か
ら
知
っ
て
い
る
と
か
、
小
学
生
の
と
き
に
修
学
旅

行
で
来
た
と
か
、
思
い
出
深
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
を
あ
と
五
〇
年
使
う
た
め
に
工
事
を
し
て

い
る
こ
と
が
、
皆
で
仕
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
、

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
最
盛

期
に
は
躯
体
工
事
と
搬
出
入
、
設
備
工
事
な
ど
八
〇
人

体
制
で
臨
み
、
こ
の
七
月
い
っ
ぱ
い
で
す
べ
て
の
コ
ア

柱
の
免
震
化
を
完
了
。
建
物
外
周
に
設
け
た
床
を
八
月

か
ら
三
カ
月
か
け
て
切
り
放
し
、
免
震
装
置
の
仮
止
め

板
を
一
斉
に
外
し
て
、
建
物
全
体
が
免
震
化
さ
れ
る
。

「
完
成
し
た
ら
ほ
っ
と
す
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
前
に

切
り
放
し
た
部
分
か
ら
建
物
内
に
雨
水
が
侵
入
し
な
い

よ
う
に
施
工
す
る
の
が
最
後
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
」
と
あ

く
ま
で
も
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
北
澤
所
長
。
そ
の
向

こ
う
に
は
や
り
が
い
を
持
ち
進
ん
で
き
た
現
場
を
あ
げ

て
、
大
き
な
喜
び
が
待
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

建
築
へ
の
思
い
が
現
場
の
一
人
ひ
と
り
に


